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　今、日本で作られている米の9割以上

が、「ねばり」の強い食味が特徴のコシヒカ

リ系です。その対極にあるササニシキは、

あっさりした食味が特徴のため、コシヒカ

リ系の米と比べると弱い印象になってし

まいます。また、品質が安定しにくく、食味

の評価が難しいため、リスクの高いササニ

シキ系の米の開発は敬遠されてきました。

　しかし、米自体の味が目立ち過ぎず、お

かずとの相性が抜群で、食が進むササニ

シキ系の米の開発は、米全体の消費拡大

の観点からも重要です。また、和食が世界

遺産に登録され、世界から日本の食文化

が注目される今、ねばりのある米もあれ

ば、あっさりした米もあるという、食文化

の多様性という意味からも重要です。

　古川農業試験場では、平成13年から10年

以上の時をかけて、ササニシキとひとめぼ

れの人工交配から、ササニシキ直系の米、

東北194号（=さ

さ結）を開発し

ました。この間、

ササニシキの食

味を客観的に評

価する選抜指標

の解析を3年か

けて行い、数値

データ化したこ

とでササニシキ

の食味に非常に近い米が選択できました。

さらには、冷害に強く、穂発芽しにくいひ

とめぼれの栽培特性も備えることができ

ました。大崎市発のブランド米「ささ結」と

して、昨年から一般作付けや販売も始ま

り、とても高い評価をいただいています。

　農業試験場では、現在も、いもちや高温

などに対して、さらに強いものになるよ

う、絶え間なく、研究を進めています。

　「シナイモツゴ」は大正5年に旧鹿島台町

の品井沼で初めて採取・発見され、県内の

地名が唯一つけられた魚です。当時は、東

日本に広く生息していましたが、西日本か

ら移入してきた「モツゴ」との生存競争に

負け、鹿島台では、昭和初期以降、長い間、

その姿が確認されませんでした。

　そのシナイモツゴが、平成5年、宮城県内

水面水産試験場の調査によって、鹿島台

の山間部にある「桂沢ため池」から、60年ぶ

りに再発見されました。

　このことがきっかけとなり、わたしたち

の活動が、平成14年から始まりました。

　シナイモツゴを増やすため、採卵方法や

飼育方法を確率させ、小学校の児童たち

に卵から育ててもらい、育った稚魚を放流

する「里親制度」を導入し、在来種の天敵ブ

ラックバスなどの外来種の駆除方法も確

立しました。また、「シナイモツゴ郷の米」

の認証を通じた農家との連携から、田んぼ

やため池の環境保全を行い、大崎市内や

仙台、東京でシンポジウムを開催し、広く

活動をＰＲしてきました。

　これまで、活動の幅を少しずつ広げな

がら、継続的に取り組んできましたが、そ

れでもシナイモツゴは、いまなお環境省の

レッドデータブックで「絶滅危惧ⅠＡ」に

指定される大変希少な魚なのです。

　ふるさと大崎市の大切な「宝」を次代へ

つないでいくために、地道に長く活動して

いきたいと思います。
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食文化の多様性のためにも重要な開発
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宮城県古川農業試験場

場長  永野 邦明 さん
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活動の概要

大正10年に宮城県立農事試験場分

場として設置され、昭和48年に宮城

県古川農業試験場に改称し、独立公

所となる。昭和2年に岩沼で開始さ

れた水稲の品種開発を昭和22年か

ら引き継ぎ、これまで、ササニシキや

ひとめぼれなど、46品種を育成。ほ

かに、水稲・麦・大豆の栽培や病害

虫の防除技術の開発、東日本大震災

からの農地復旧技術対策や放射能

汚染対策の調査研究なども行う。

活動の概要

平成14年、シナイモツゴが再発見

された池に侵入したブラックバス

の駆除を契機に、参加したボラン

ティアが中心となって会を発足。平

成16年にNPO法人化。シナイモツゴ

の保護活動を通じた地域に根差し

た活動を展開し、同分野の活動に

おいて、全国の先導的役割を果たし

ている。農林水産大臣賞をはじめ、

各種コンクールでの受賞多数。

特定非営利活動法人

シナイモツゴ郷の会

理事長　二宮 景喜 さん

おおさき婚活支援センター

愛称：マリサポ

大崎市古川駅前大通 2-4-5-1 (建物２階)

 25-5389　 25-4652

http://osaki-marisapo.com/

定休日　毎週火曜日

▲山内センター長 (右)とス
タッフの岩渕 (左)さん


